
⾎清シスタチンC値 腎機能 論⽂

末期腎不全では腎外クリアランスにより上がらない 過⼤評価
甲状腺機能亢進症により上昇 過⼩評価 1）
甲状腺機能低下症で低下 過⼤評価 2）
⾼⽤量ステロイド投与で上昇 過⼩評価 3）
妊娠後期はGFR上昇からの回復により、CysCは偽性⾼値に 過⼩評価 4）
シクロスポリン投与により低下 過⼤評価 5）
HIV感染症ではeGFRcysがeGFRcrに⽐し、低く算出される 過⼤評価 6）
⾼度蛋⽩尿・顕性アルブミン尿により上昇 過⼩評価 7）
2型糖尿病でも⾎清CysCが上昇 過⼩評価 8）
同じシスタチンC値では腎移植recipientではGFRが19％⾼い
（recipientではシスタチンCが低め）

過⼤評価 9)

ベジタリアンではシスタチンC濃度が⾼い 過⼩評価 10)

がん患者ではシスタチンCの産⽣が⾼まる 過⼩評価 11, 12)
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Q66. 表1. ⾎清シスタチンC濃度に影響を与える薬物と病態


